平成３０年度　学校関係者評価報告書　　　　　　　　　　　　（様式３）
大阪市立市岡小学校　学校協議会
1． 総括についての評価
	・　これまで、「できている」という評価が行われ、この学校協議会でも報告されてきた。正直なところ本当にできているのかなと思っていた。地域での子どものようすを見たり、保護者の方々からの声を聴いたりするにつれ、そのように感じてきた。今年度は、かなりはっきりと「できている」と「できていない」が示されているので、とてもわかりやすい。
・　学校が目標の達成に向け、熱心にかつ真摯に取り組んできたことは理解している。保護者にも問題があるのは感じている。意見を出し合って解決していきたい。


2． 年度目標ごとの評価
	【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
全市共通目標
○　平成３０年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を９５％以上にする。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査・校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる」と答える児童の割合を６０％以上にする。
　○　平成３０年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度より減少させる。
　○　平成３０年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。
学校の年度目標
　○　学校や教室環境、授業などのＵＤ化と、スクールワイドＰＢＳの考え方に則った「市岡小学校みんなの笑顔・安心ルール」の活用を通して、児童の学習に向かう意欲や学校生活における主体性や積極性を向上させ、学力経年調査や校内調査において「自分にはよいところがある」と感じている児童の割合を前年度以上にする。

	・達成状況、進捗状況とも、評価に関しては妥当である。学校はがんばっている。
・「いじめ」については多い学年とその内容がわかった。今後も引き続き解決に向けてがんばってほしい。
・不登校気味の児童については、きょうだい関係もあり中学校とも連携していく必要があると思う。
・今後、スマホや携帯の持ち込みが許可されるが、学校としてどう扱うのか知りたい。

	年度目標： 【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
	【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
全市共通目標
○　平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、前年度より向上させる。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均の７割に満たない児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均を２割以上上回る児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査(校内調査)における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」という質問に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。
○　全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点の向上に向けて、反復横跳び、ソフトボール投げ、立ち幅跳び、５０ｍ走の記録を、１学期と２学期とで比べ、１ポイント向上させる。
学校の年度目標
　○　ＩＣＴを活用した授業づくりに取り組む。
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	・標準化得点が下がったことを学校がしっかり分析して、次年度の取り組みに生かしてほしい。
・「経年調査」の問題傾向が変わってきたので、学校としてきちんと対応していってもらいたい。
・落語ワークショップや、地域の取り組みの中で、児童が自信を持って取り組んでいる。今後も、引き続き学力の向上を図って欲しい。
・学習意欲を向上させるために、保護者への啓発とともに、若手教員の指導力の向上をめざして欲しい。


3． 今後の運営についての意見
	・今後も、地域と保護者・学校が連携を図りながら学校教育を進展させていくために、学校協議会としても力を尽くしていきたい。



